
Ａ. 研究目的

岡山県は､ スモン患者数が多い地域として知られて

いる｡ 一方､ スモンに関する社会的認知度は歳月の経

過と共に低くなりつつあり､ 岡山県も例外ではないと

思われる｡ 今回は､ 当院医師を対象としたアンケート

を通じ､ 医師におけるスモンの認知度を調査するのが

目的である｡

Ｂ. 研究方法

当院医師にスモンに関連したアンケートを 2020 年

12 月に行い､ その集計データを解析した｡ アンケー

トの内容は､ 鈴鹿病院久留らの先行研究1)を参考とし

た｡ (設問 1) 回答者の職種｡ (設問 2) スモンという

病気の名前を知っているか｡ (設問 3) どこで知った

か｡ (設問 4) 原因を知っているか 5 択から選ぶ (a

薬の副作用・薬害､ b ウイルス感染症､ c 遺伝子変異､

d 血管障害､ e 原因不明)｡ (設問 5) 関連語句はどれ

か 4択から選ぶ (a HTLV-1､ b キノホルム､ c アン

ドロゲン受容体遺伝子､ d 有機水銀)｡ (設問 6) 症状

を知っているか 5択から選ぶ (a 視力障害・聴力障害・

認知機能障害､ b 聴力障害・認知機能障害・歩行障害､

c 認知機能障害・歩行障害・異常感覚・しびれ感､ d

視力障害・歩行障害・異常感覚・しびれ感)｡ (設問

7) 正誤問題①スモン患者には女性の割合が高い､ ②

ほぼ日本特有の疾患である､ ③現在､ 年間 20 人前後

が発症している､ ④スモンは難病に指定されている､

⑤ スモン患者の検診は定期的に行われている､ ⑥現

在のスモン患者の平均年齢は 20 歳である｡ (設問 8)

スモン患者の担当経験はあるか｡ (設問 9) 担当経験

がある人は､ 気付いたことを述べてほしい｡ 上記の内

容で施行した｡

(倫理面への配慮)

本研究では､ 患者個人の情報については無記名で行

い､ 集積データとして扱う｡ 個人にかかわる情報漏出

の可能性は低いものと考えられる｡

Ｃ. 研究結果

医師 13 名から回答が得られた｡ 診療科の内訳 (図

1) は呼吸器内科 (4 名) および脳神経内科 (3 名)､

内科 (2 名)､ 耳鼻科 (1 名)､ 小児科 (1 名)､ 小児神

経科 (1 名)､ 皮膚科 (1 名)｡ なお 2 年前に施行した

調査 2) も含めた職種別人数 (図 2) は､ 医師 13 名､
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図 1 回答者の診療科内訳



看護師 171 名､ 看護助手 5 名､ 療養介助員 20 名､ リ

ハビリテーション担当者 23 名､ クラーク 2 名､ 職種

不明 11 名である｡ 以後の図では､ 他職種の回答結果

と照らし合わせながら結果を示していく｡

スモンという病気の名前 (図 3) については､ 13 名

全員が ｢知っている｣ と答えた｡

どこで聞いたかという質問 (図 4) では､ ｢学生時

代｣ (3 名)､ ｢職場｣ (3 名)､ ｢ニュース｣ (5 名) が主

であった｡ 職場で知った人の中には ｢スモン検診で｣

(脳神経内科)､ ｢脳神経内科医師から聞いた｣ (呼吸器

内科) という回答があった｡ 他に､ ｢ポスターで｣ (7

名)､ ｢本で｣ (7 名)､ ｢インターネットで｣ (3 名)､

｢テレビ､ 新聞などニュースで｣ (16 名)､ ｢会話で｣ (3

名) という答えもあった (一部重複あり)｡ 中には

｢遠い親戚の人が､ スモン病で亡くなったと聞いて｣

(看護師) という回答もあった｡

病気の原因に関する質問 (図 5) では､ キノホルム

が原因である事は全員が知っていた｡ 一方､ ｢薬害｣

であると回答したのは 12 名 (92.3％) であった｡

症状に関する質問 (図 6) では､ 病名を知っていた

155 名のうちで正しい症状を選択したのは 11 名 (84.6

％) であった｡

正誤問題 (図 7) では､ スモン患者に女性の割合が

高いことを知っていたのは 8 名 (61.5％)､ 日本特有

の疾患であることを知っていたのは 3 名 (23.1％)､

新規発症は見られなくなっていることを知っていたの

は 11 名 (84.6％)､ 難病に指定されていることを知っ

ていたのは 12 名 (92.3％)､ 定期的に検診が行われて

いるのを知っていたのは 11 名 (84.6％)､ 平均年齢が

高いことを知っていたのは 12 名 (92.3％) であった｡
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図 2 回答者の職種内訳 (前回調査含む)

図 3 スモンの病名を知っているか

図 4 どこで知ったか

図 5 スモンの原因を知っているか

図 6 スモンの症状を知っているか

図 7 正誤問題



スモン患者を担当した経験があるかという質問 (図

8) では､ 担当した経験があるのは 4 名 (30.8％) で

あった｡ うち 3名が脳神経内科医師である｡

担当経験がある医師の感想には､ ｢子供の頃､ 毎日

テレビでスモンのニュースをみていた｡ まさか自分が

担当するとは思わなかった｣ (脳神経内科)､ ｢慢性で

症状が固定しているように感じました｣ (呼吸器内科)､

｢薬剤の長期にわたる深刻さ｣ (脳神経内科)､ ｢後遺症

状がきつい｣ (脳神経内科) といったものがあった｡

Ｄ. 考察

スモンという病名やキノホルムが原因である事は回

答した医師全員が知っており､ 難病である事､ 検診の

存在も認識されていた｡ 一方､ 症状に関する回答から

は､ ｢患者の高齢化に伴い合併症が出現した事が何が

スモン由来の症状か判別を困難にしている｣ という推

定は医師にもある程度当てはまる可能性が示唆される｡

一方､ 実際にスモン患者を担当した経験がある医師

は 3割である事､ 知らない医師が少なくなかった項目

があった事には､ 新規発症がない事や患者の高齢化が

影響している可能性がある｡ 啓発活動が医師に対して

も有意義である可能性が示唆される｡

Ｅ. 結論

当院医師を対象に､ スモンの認知度を調べる目的で

アンケート調査を施行した｡

病名や原因薬剤については回答者全員が知っており､

症状や難病である事､ 検診の存在も比較的認識されて

いた｡ 一方で知らない医師が多い項目もあり､ 実際に

スモン患者を担当した経験がある医師は 3割にとどまっ

ていた｡ 記憶の風化を防ぐための啓発活動は､ 医師に

対しても行なう意義がある可能性がある｡
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図 8 スモン患者を担当した経験があるか


